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抑
是
は
津
島
の
天
王
に
仕
へ
申
す
社
人
に
て
候
。
今
日
は

御
神
事
に
て
候
ふ
程
に
。
各
罷
り
出
で
御
神
事
を
執
り
行

は
ゞ
や
と
存
じ
候
。

岩
間
伝
ひ
の
谷
川
も
。
〳
〵
。
瀬
を
せ
く
水
や
増
さ
る
ら

ん
。

是
は
尾
州
の
傍
に
園
田
と
申
す
者
に
て
候
。
さ
て
も
天
王

の
神
子
に
。
月
光
女
と
申
す
神
子
の
息
女
に
。
玉
光
女
と

申
す
神
子
。
国
中
一
の
美
人
に
て
候
。
あ
は
れ
〳
〵
と
存

「「「「

ワ
キ
詞

次
第詞地

じ
候
へ
ど
も
。
一
度
も
常
は
神
前
に
出
だ
さ
ず
候
。
今
日

は
御
神
事
に
て
候
ふ
間
。
神
前
に
出
だ
さ
ぬ
事
は
候
ふ
ま

じ
。
参
詣
申
し
何
と
も
し
て
奪
ひ
取
ら
ば
や
と
存
じ
候
。

足
引
の
。
山
し
た
滝
つ
岩
波
の
。
〳
〵
。
心
砕
け
て
数
々
の
。

思
ひ
の
末
は
如
何
な
ら
ん
。
げ
に
や
人
も
又
。
踏
み
見
ぬ

山
の
岩
が
く
れ
。
流
る
ゝ
水
を
我
袖
に
。
洩
ら
さ
ば
そ
れ

ぞ
命
の
。
限
り
な
る
べ
き
と
ば
か
り
。
思
ふ
心
の
は
か
な

さ
よ
。
〳
〵
。
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神
垣
は
神
の
御
室
の
榊
な
れ
ば
。
神
の
御
前
に
繁
り
あ
ふ
。

貴
賤
群
集
ぞ
有
難
き
。

我
は
又
。
さ
ら
ぬ
や
う
に
て
立
ち
寄
り
見
れ
ば
。
げ
に
も

玉
光
女
な
り
。
心
も
空
に
か
は
り
。
そ
れ
〳
〵
宮
人
御
神

楽
を
。
急
ぎ
給
へ
と
勧
む
れ
ば
。

其
色
々
の
役
々
の
。
拍
子
を
揃
へ
歌
ふ
な
り
。

榊
葉
の
。
香
を
か
ぐ
は
し
み
と
め
く
れ
ば
。
八
十
氏
人
ぞ

円
居
せ
り
け
る
。
（
神
楽
）

「「「「「「「「
ワ
キ

園
田地ミ

コ
ワ
カ地

ワ
キ

ト
モ

み
て
ぐ
ら
は
。
我
に
は
あ
ら
ず
天
に
ま
す
。
豊
岡
姫
の
宮

の
み
て
ぐ
ら
。
豊
岡
姫
の
み
て
ぐ
ら
な
り
。

さ
る
ほ
ど
に
。
〳
〵
。
折
節
よ
し
と
。
一
同
に
走
り
寄
り
。

と
う
〳
〵
神
子
を
貴
賤
の
中
に
。
飛
鳥
の
如
く
飛
び
翔
つ

て
。
行
方
も
知
ら
ず
ぞ
な
り
た
り
け
る
。

何
と
申
す
ぞ
。
玉
光
女
を
奪
ひ
取
り
て
行
く
と
申
す
か
。

や
る
ま
じ
い
ぞ
。

暫
く
候
。
今
日
は
御
神
事
な
り
。
明
日
は
さ
し
寄
せ
腹
切
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ら
せ
ん
。

げ
に
〳
〵
是
も
理
り
な
り
。
神
慮
も
さ
ぞ
な
神
楽
歌
に
。

祝
ひ
こ
し
神
は
祭
り
つ
明
日
よ
り
は
。
組
の
緒
を
し
め
遊

び
太
刀
は
き
。
今
日
は
還
御
急
ぎ
つ
ゝ
。

明
日
は
さ
し
寄
せ
園
田
を
。
〳
〵
。
討
ち
取
り
本
望
を
達

せ
ん
と
。
詮
議
を
な
し
て
帰
り
け
り
。
〳
〵
。

明
く
る
空
。
遅
し
と
告
ぐ
る
庭
鳥
の
。
八
声
の
閧
を
つ
く

り
け
り
。

「「「「「「「「
ワ
キ地

ヨ
セ
テ

ワ
キ
詞

園
田

ワ
キ

園
田地

如
何
に
園
田
た
し
か
に
聞
け
。
天
王
よ
り
の
御
使
に
。
御

榊
持
た
せ
て
参
り
た
り
。
出
で
よ
や
出
で
よ
と
罵
り
け
り
。

園
田
是
に
あ
り
。
何
の
た
め
の
御
使
に
て
候
ふ
ぞ
。

何
の
た
め
と
は
玉
光
姫
。
あ
ま
り
に
暗
々
と
奪
は
れ
た
る
。

無
念
散
ぜ
ん
為
め
ぞ
と
よ
。

神
慮
に
更
に
対
し
申
さ
ず
去
り
な
が
ら
。
面
々
を
た
ゞ
に

て
は
い
か
で
帰
す
べ
き
。
此
の
矢
一
筋
う
け
て
見
よ
と
。

十
三
束
を
打
ち
つ
が
ひ
。
〳
〵
。
よ
つ
引
き
放
つ
其
矢
の
。
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不
思
議
や
行
方
も
白
真
弓
。
あ
ら
面
目
な
や
候
。
さ
て

は
早
運
槻
弓
。
〳
〵
ぞ
と
心
得
て
。
弓
切
り
折
つ
て
遥
に

投
げ
捨
て
。
大
太
刀
お
つ
取
り
。
追
手
よ
り
切
つ
て
出
づ

れ
ば
。
勇
み
勇
む
。
社
家
の
若
武
者
。
打
つ
太
刀
を
受

け
流
し
。
飛
べ
ば
横
太
刀
出
だ
さ
せ
ず
。
さ
つ
と
む
す
び

上
げ
。
一
太
刀
に
勝
負
を
見
せ
に
け
り
。

然
れ
ど
も
宮
人
。

然
れ
ど
も
宮
人
。
身
命
を
軽
ん
じ
。
長
刀
と
り
の
べ
。

「「「「
ワ
キ地

シ
テ地

園
田
を
目
が
け
て
か
ゝ
り
け
れ
ば
。
当
の
矢
一
筋
か
へ
さ

し
〳
〵
。
待
て
よ
や
待
て
と
雲
の
上
に
。
大
音
声
こ
そ
聞

え
け
れ
。

神
体
大
牛
に
乗
じ
給
ひ
。

神
体
大
牛
に
乗
じ
給
ひ
。
汝
ま
さ
に
。
射
る
矢
は
社
頭
の

扉
を
貫
く
。
当
の
矢
一
筋
。
神
通
方
便
の
御
弓
に
打
ち
番

ひ
。
放
ち
給
へ
は
。
雷
電
ま
さ
に
落
ち
か
ゝ
る
如
く
。
天

に
仰
ぎ
地
に
倒
れ
。
逆
さ
ま
に
櫓
よ
り
。
遠
近
の
土
と
な

89



る
。

此
時
宮
人
。

此
時
宮
人
。
あ
ふ
ぎ
て
神
恩
の
高
き
を
感
じ
。
臥
し
て
結

縁
の
深
き
川
波
に
。
う
づ
ま
ひ
め
ぐ
る
。
〳
〵
。
水
の
煙

に
立
ち
ま
ぎ
れ
て
。
神
は
上
ら
せ
給
ひ
け
り
。
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